










































The Practical Epistemology on Educational Administration








The author is holding an additional post of a special support school, and aims at that a school does coworker
symbiosis with social adaptation. Social adaptation and coworker symbiosis are that a teacher learns actively
and agrees on an organization (behavioral pattern) change through mutual relationship. The author has influ-
enced active-learnings to the teachers, being based on the exchange of opinions with the off-campus
stakeholders. This voluntaristic paper describes the author's coordination and some critical recognition in ac-
tion.
キーワード：組織開発，リーダーシップ，アクションラーニング，構造分析，スコープマネジメント
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輩出する教師像の明確化である。どんなに公開授業
で児童生徒の素晴らしい姿を知ってもらえても教師
自身が正当に評価されて県立校に戻ったときに附属
特支での経験を応用することができなければ人事交
流のメリットはない。そのためにも本校で培う教師
像を明らかにし県教委とも合意して交流していく。
学校改革のロードマップを絵に描いた餅にしないた
めに平成27年10月より着任年数別の懇談会を通じ
てすべての教師に対してこの目論みに対する理解と
協力を促しているところである。今後とも・関心・，
・期待・，そして・貢献・を主な柱とした動機付けを
図っていく。
７．あとがき
教職では，個人から組織レベルまで，また戦術的
から戦略的レベルまで多様な課題が輻輳し，その解
決にあたっては，異なる段階のプロセスが並行して
進められている。新井（2002）は，個人の学習が
戦略的視座に立った高次の組織学習へと及ぶために
は・振り返り・の行為が必要であり，これを通じて
初めて・個人的な知の体系・から・社会的な知の体
系・として洗練されると指摘している。一方，組織
論の中心的課題の一つである「学習する組織」の実
証研究に関して土谷（1998）は，組織における解
釈枠組みの変化のために長い期間を要するとともに，
認知的プロセスであるため外部からの観察が困難で
あるため，内部観察の手法をとることが必要である
と述べている。
これらを踏まえて著者は，自らの能力には限界が
あることを重々承知した上ではあるが，学校組織の
リーダーとしての職責が与えられている限りにおい
て教師の主体性に裏打ちされた学びが持続可能な研
究校としての存立に寄与するよう，そして同僚共生
と社会適応が相容れるようにインサイダーとしてア
クションラーニングを継続していきたい。さらなる
問題要因が内外から齎されることは想像に難くはな
いが，教師に対しても教職の問題のインサイダーと
して学びあい，関わり認識を共有しながら変化する
ことに合意するよう働きかけていく所存である。
注記
（1）これは，チェックランド（Checkland1981）
のソフトシステム方法論（略称:SSM）のプロセス
に準拠して著者が加筆修正したものである。ここで
は，特長的な考えを概説する。一般に意識に遡上す
る問題状況とは，複数の問題が複雑に絡み合った状
態である。それは，システム論的にはオープンであ
り常に変化している。従って，これ全体をひとくく
りで解決することはできない。しかし，幾分か改善
することは可能である。その有効な方法とは，問題
を特定し，その仮説命題を見極め概念化したうえで
実行可能で望ましい対策を編み出し，これを実行す
ることで現状を止場することである。ただし，そこ
での対象はより包含的でなければならないし，仮説
命題はより本質的でなければならない。見方が偏っ
ていたり安易な原因に帰するようでは，どんなに解
決に労を費やしても無駄骨になってしまう危険性が
ある。その際に大切なのは，問題とは自己と対峙し
て存在しているのではなく，自己の現象であるとい
うこと，さらに問題状況も利害関係者の志向性の総
体として潜在する前意識的な現象（地平）であるこ
と，さらに学びの内実が対象それ自体なのではなく
意味づけに伴う自己変容であるということである。
したがって問題意識を対象との関係性において捉え
る必要があるし，問題状況に至っては，問題に対す
る同意・理解・自覚の働きかけを必要とする。そし
て，これらに有効な方法が，省察であり対話なので
ある。以上の合意によってはじめてメンバーの自己
尊重を高めるとともに組織としてのアイデンティティ
を形成するというのが，著者の考えである（竹村
2012）。
（2）平均的な行動特性として，エゴグラム（図7
［左］）からは規範的意識が強いことと何らかの原因
で葛藤していることが読み取れる。また，同図［右］
のEQIグラフ（相川2001）からは，社会的な役割
を自覚し同僚との関係性を大切に状況に合わせて柔
軟に行動していることがわかる。現状を楽観視する
面もあるが，その一方で，自らの主張はあまり行わ
ない。それだけでなく同僚の感情状態を感じ，気持
ちに寄り添いながら理解しようとすることもひかえ
ている。セルフ・エフィカシーが低いことも勘案し
て推察できることとは，全体的に和を保とうとして
いる一方で感情的に都合が悪くなる恐れに対しては
敏感に回避する行動をとっているということである。
エゴグラムに表れた葛藤も，同僚教師としての倫理
観と実際の抑制行動との矛盾に起因していると考え
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られる。
謝辞
教職における最も大きな課題のひとつに教師の多
忙感がある。学習指導と呼ばれる営みに教職生活上
の時間の多くが割かれるべきなのであろうが，実際
は家庭や地域が本来果たすべき役割とその責任をあ
いまいにしたまま学校にばかりにそれらがしわ寄せ
され，教師にはただ直向に頑張ることばかりを強い
る結果となっている。これに対して，まじめな教師
ほど・これでよし・という実感が持てず・さらに，もっ
と・・・と自らを追い込んでしまっている現状があ
る。富附特支もその例外ではない。著者は，教師自
身がこの問題の当事者として，教職の多様性と不確
定性にこそ目を背けずむしろそこから学ぶことが重
要であると考えている。平成26年度の着任1年目
は，自身が校長であることを失念し，報告が上がっ
て来る前にさまざまな会議に顔を出し多くの質問を
して少なからず口出しもしてしまい一部の教師から
は・かき回している・との厳しい指摘もいただいた。
そこには，単に著者が実情を知りたいためだけでは
なく，先生方自身に今自分のしていることは何なの
かを問いなおしてもらいたいという言わば老婆心も
あった。とはいうものの，初年度は著者の介入が逆
に多忙感を増やすことになってしまったのではない
かと反省している。著者の主意主義的な研究姿勢の
せいで余計な負担をおかけした先生方に改めてお詫
びを申し上げたい。
最後に，平成26年4月からの約1年半の間，誠
心誠意をもって対応いただいた先生方に御礼を申し
上げるとともに，今現在も一連の取り組みを下支え
していただいている副校長・野原秀年先生に対して
心から感謝の意を表す次第である。
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